
第９ ６回南あわじ市議会定Ｍ会議事 日程 （第 １号）

第１　　 会議録署佑議員の指佑

第２　　 会期の決定

第３　　 諸般の報告

第４　　 行政報告

第５　　 委員会調査報告

令陬］２ 年８ ｊ２ ７日 （木）午前１ ０時戛議

第６　　 承認 第５ そ　 令皋］２ 年度南あわじ市一般会計補ｉＥ予算 （第 ６そ）の専決処分の
承認を求める こと について

第７　　 議案 第５ ６号　 南あわじ市価民館粂例の一部を改ｉＥする条例制定について

第８　　 議案第５ ７号、議案第 ５８ 号（ ２件一括上程）

徼案 第５ ７苟　 南あ わじ市特定教育・ Ｗ：育施設‾瓦び特定ま域型保育専業の保育料
に関する 条例制定 につ いて

議案 第５ ８そ　　南あわじ市伊ｍ漁港海岸環境施鼈条例」の一部を改ｉＥする条叭脈定
につ いて

第９　　 議案 第５ ４号　　令和 ２年度南 あわ じ市一般会計補ｍ予算 （第 ７号）

第１ ０　 議案 第５ ５号　 令和 ２年度南あわ じ市国民健康保険特屶」会計補ｊミ予算 （第 ２倚）

第１ １　 議案第５ ９号～議案６ １号 （３ 件一括上程）

議案 第５ ９硲　 放棄 した権利の額の変ぞについて

議案 第６ ０号　 放棄した権利の額の変‾ｔについて

議案 第６ １号　 友好連携協定の締結について



第１ ２　 議案 第６ ２号　 財産の譲与について（｜日灘保育所）

第１　３　 認定第１ 号～認定第１ ４そ （１ ４イ牛一括上程）　　　　　　　　　　　　　．

嘉定 第１　そ　 令和元年度南あわ じ市一般会計決算の逖定について

１

ｔた 第２ 蜀　 令私万え年度南あわじ市Ｎ匹Ｗ康保険特ｊ３ １」会計決算心簒定について

簒定 第３ 号　　令和元年度南あわ じ市後期高齢者Ｋ療特私会計決算の認定につい
て

認定 第４ そ　 令ぢモ元年度南あわじ市介護保険特ＳＩ」会計決算の認定について

嶌定 第５ そ　 令豕］元年度南あわじ市上地囑発事業特Ｓり会敖決算の認定について

混定 第６ や　 令皋］ニ瓦年度南あわ じ市ま業廃棄物最終夕Ｕｙ事業特加会歌決算の認
定について

認定 第７ 硲　 令豕］元年度南あわじ市ケーブルテ レビ事業特緊会計決算の認定に
ついて

屬定 第８ 倚　 令鵝元年度南あわ じ市鴇Ｒ宿舎事業特ＳＩ」会牡決算の認定について

懾定 第９ 昜　 令皋］ニミ元年度南あわじ市ぶ 日］財産区特ＳＩ」会敖決算の嘉定について

認定 第１ ０号　 令和元年度南あわじ市福良財産区特ＳＩ］会計決算の認定について

認定 第１ １易　　令和元年度南あわじ市北Ｒ万財産区特加会計決算の認定について

簒定 第１ ２倚　 令匁ニモ元年度南あわ じ市沼四天区特ｊ３１」会計決算の嘉定について

嘉定 第１ ３そ　　令れ］ニ火年度南あわ じ市下水道事業会計決算の認定について

お定 第１ ４号　　令和豆年度南あわ じ市農業族済事業会計決算の認定について

第１ ４　 諮回第２ 号、 諮問 第３ そ（ ２件一括上程）

諮問 第２ 号　 人格擁護委員候補者の推薦 につ いて

諮問 第３ そ　　 人権擁護委員候補者の推薦 につ いて



議　 員　 派　 遣　 報　 告　書

令和 ２年 ８ｊ ２７ 日　 定例会

第９ ５回 臨時会よ り本 日ま での 地力 自治法第 １０ ０条第１ ３ＪＥ回八び会議規鶚第１ ６２
条の規定によ る議員派遣について、 次の とお り報告します。

１　 淡路加減ｊＥミ副議天台定がり会

（１）派遣場所　　 淡路ぶ減翕防事務組合消防本部庁舎

（２）期　　 間　　 令秘 ２年 ８ｊ　１２　日

（３）派 遣議 員　　 ‾を副議長



議 長 報 ／－ト

ロ

令和 ２年 ８ｊ ２７ 日　 定　 例　会

Ｉ

第９ ５回臨時会を令私 ２年 ８Ｊ］４ 日にＭ会 しま したが、 その後の議会八び議長の
活動状況について次の とお り報告いたします。

（令和２ 年度）

８ｊ　　　　 １２ 日　　 淡路ぶ域回体議会議員協議会　　　　　　 淡路汞域惠防事務組合消
防本部亶・舎。

／／

１５

１８

日

日

淡路七駈Ｅ副議長会定例会 （：ｉＥ副議長　　 淡路宙、減僞防事務組合儁
ｍ席）　　　　　　　　　　　　　　　　 防本部Ｊ＝ｙ合

戦ｉ９学徒追悼献花式 （：Ｅ副議長ｍ席）　　 若大のぶ場ぬ園

兵庫県ｌｌＴ議会議員ぬ務災害補償組合会　　 兵庫県Ｒ会館
計監査

１９ 日　　 Ｊえ庫県後期高齢者Ｋ療広域連合議会定　　センタープラザ
，　 例会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丁

２０ 日　　 議会ミ営委員会　　　　　　　　　　　　 委員会室

２１ 日　　 兵庫県ぢ村会創を１０ ０周年記念シン　　 兵庫県な館
ポジウム （議長出席）

２４ 日　　 淡路広域団体議会定例会 淡路畆、域惠防事務組合翕
防本部庁舎

／７ 淡路政経隻翫会８ Ｊｊ タｉ」会 （産業厚生常　　 びト＼本厳氈祷社
任委員長ｉ席）



地方 自治法第 １２ １条 の規定に より 説明 のため出席する者の職八名

令和２年８１ ２７日

市　　　　　　　　　　　　　　　　　長 守　　　本　　　憲　　　弘

副　　　　　　　　市　　　　　　　　長 馬　　 部　　 総　　 一　　郎

教　　　　　　　　育　　　　　　　　長 浅　　　井　　 伸　　　行

総務 を蕪 部長 兼総 轄課長
兼　 総　 務　 牒　 秘　 書　 室　長

木　　　田　　　博　　　仁

総　 務　 を　 圓　 部　 付　 部　長
（　　 を　　 圃　　 相　　 售　　 ）　兼
市　　 長　　 特　　 別　　 袖　　佐

勝　　　 え　　　哲

危　　 機　　 管　　 ミ　　 部　　長
兼　 市　 長　 特　 ＳＩ」補　佐

喜　　　日ヨ　　　憲　　　和

市　　 民　　 福　　 祉　　 部　　長 西　　　　 庄　　　　登

産　　 業　　 建　　 設　　 部　　長
（　 総　 合　 調　 整　 拒　 肖　）

私　　 日ヨ　　 莅　　治

産　 業　 建　 設　 部　 付　 郎　長
（商 工観 光・ 教育 連携 担售）
兼　　市　　長　　特　 別　　補　佐

ｊ目　　　上　　 洋　　介

産　 業　 建　 設　 部　 付　 部　長
（　 農　 林　 水　 産　 担　 售　）
兼　　市　　長　　特　 ＳＩ」　 補　佐

岩　　 城　　 数　　馬

教　 育　娶　員　 会　 教　 育　 次　長
（学ぶ楽 しさ 日本一推進調整担 慝）

仲　　　Ｌｊ」　　 和　　　史

市　　　 Ｒ　　　 福　　　 祉　　　郎
副　 部　 長（　 福　 祉　 担　 售　）
兼　 長　 寿　 ・　 保　 険　 課　長

齋　　 藤　　 浩　　二

市　 Ｒ　 福　 祉　 部　 副　 部　長
（子 育て の喜 びが 覓える
まち づく り推 進調 雅世 售）
兼子育てゆめ るん敷長兼児童館長

前　　　日］　　 秀　　　美

教育 委員 饂教 育次 長袖
兼　　学　 校　　教　 育　 譟　長

犬　　 往　　 武　　義

会計 管ミ 考兼 会計 課長 河　　　井　　　達　　雄



南あわじ市議会

議長　熊　ｍ 見様

令和 ２年 ８ｊ≡］ ２７日

総務ズ教常任委員会

７’Ｔ

委員長　 久　 米　啓　右

委員 会調 を報 告書

第８ ８回南あわじ市議会臨時会において総務ズ教常任委員の自任が行われてＪＪＪ、後、

開催された所管事務調をの経過八び結果を会議規則第 １０ ８条の規定により 、ｙｊｌ」紙の

とお り報告いたします。



調　　査 概　　Ｗ

１　 調を事件

（１ ）市の総合的を画、調整について

（２ ）行財政計画について

（３ ）市有財産の維持管丿里と 財源の確保について

（４ ）情報化の推まについて

（５ ）離島振興対策について

（６ ）国際交流‾ｋび友好市ぢの調をについて

（７ ）人権施策について

（８ ）翕防・ 防災対策の推進について

（９ ）教育の充実 ・文化、 スポーツの振興と 関係施鼈のを備について
（１ ０） 青争年のＷ兔育成について

（１ １） き挙管ミ委員会、 を魁条員、固定資産罌倡審を委員会に関する こと

２　 調をの経過

令れ］サ元年 １　１ｙｘ　２　１　日、 第８ ８回南あわじ市議会臨慨会において総務ズ教常任委員
の自任が行われ、 駄後 、４ 回に わた り委員会 を開催し 、所管事務調査を行っ た。

また 、調査事項につい て現状を把握する ため 、先進的取り 組み を行 って いる 自治体
の管タト調をを計画していたが、新型コ ロナ ウイ ルス感染拡大防止のため自 粛した。

（１ ）所管事務調をのため開催 した委員会

令和 ２年 １１　２　４　日、 ２１ １０ 日、 ４１　２　２　日、 ７ナｊ１ ６日

３　 調をの結果

（１ ）市の総合的を両、調整について

庖区ぬＲ館の 上目 開館について は、 市民から の要望が多い と思われ る。 職員が市
民交流セ ンタ ーでの手 口の ｔ目 業務 とぬ民館業務 を兼任し てい るこ とは ＪＩ解し てい
るが、ぬ民館 とい うこ とを考えれば、上 目に も自 畆に利用でき るのが通常だ と考え
ると の意見があり ました。

移住 ・定住筒策につい て、 祖在の胞き家バン ク利 ｙ目 を渦、者数は 、１ ３９ 名で、そ
のう ち６ ５％ の９ ０人 が誣タト在往者で あり 、平成２ ８年度か らの成約件数が３ １件
とい うこ とである ので、ぞに力 を入れて推進 していた だき たい。ま た、 南あ わじ市
の様子が わか らない氈Ｗの人も 多いはずであ るの で、 移住希望者にがし、お示しで
１カ Ｊ］ や３ 力大ｌな ど期間を決めて往んで もら うよ うな移往体験制度もぬ要であると
考え る。 今後、人 口を減ら さない対策と して、ふるさ とに帰っ てき たい と思 う気持



ちを 育む教育 も大串だ と考 える ので、をき家 １ミ ｜Ｊ Ｈ］ 、Ｊ加元 とのな殱のほ か、 教育 を含

めすべての氛が一つと なっ て取 り組んでいただき たい との意見があ りま した。

コミ ュニティ バス の運賃につい て、 現在、小学生で１ ［白］１ ００ トｆミｊ 、中高生で１ ［回

２０ ０円の割雅運賃と なっているが、高齢者には認め られている年間１ 日フ リーパ

ス券が学生に は嘉めら れて いな い。 学生 も高齢者 と回様にダ萢甄者であ り、 平成 ２９

年度 の調査で ２０ 大の学生が定期で コミ ュニティ バス を利 Ｗ１ して いる 実績 もあ る。

八前から 、ニーズ調をを実施した上で検討すると いう こと であ った が、 まだ実施に

至っ ていない。哢急に、学生を フリ ーパス券の筒象と する こと を検討していただき

たい との意見があ りま した。

（２ ）市有財産の維扣ｌ管ＪＩ と財源の確保について

｜日 ミ原ち知小学校施設の利恬篦につい て、 校舎等は平成 ３０ 年度 にｍＳり やシ ロア

リ被害の修繕が必要な ほどニ旭朽化 して おり 、４ １八降警備会社に よる 無人管Ｊミとな

ると 、嵬物の劣化がすすむ こと が危惧さ れる。校舎の １階が皿、ｍロ覧区ぬ民館で

２階 ３階に教育関連施設を配置する とい う案を持って いる とい うこ とな ので、早急

に鳬嵬と あし合い を進 め、 再び鳬瘋住畏函馳等で、校舎や体育館がせ用 でき るよう

検討していただきたいとの意見があ りま したい

（３ ）・防・ 防Ｘが策について

避難所運営について、 コロ ナウイルス感染症拡大がを念さ れる なか、

密解膀Ｘがリ］実 な翦ミで ある 。こ れか ら、 豪ｍや台風の時期が来 るの で、

を検討していただきたいと の意見があり ました。

避難所の３

早急に対策

（４ ）教育の充実 ・文化、 スポーツ の振興と 関係施Ｒのを備について

教職員の働き 方改革につい て、 昨年 １２ １、 改ｉＥ教職員給与特ｙｊｌ」措置法が成をし、

自治体の判断で、 休日 の「 まと め取 り」 がで きる 一年単位の変形労働時獸制 の適万ｌ

がｊｊＴ能になっ た。 市は、県や近隣市ぢの状況を見なが ら、 教職員の働き 方改革につ

いて、検討していただきたいと の意見があり ました。

小中学校の少人数学級編成について 、全国宍口車会が 国に要２ もしてい るが 、新な

コロ ナウイルス感染症筒策蓼、び学習的効果の観点か ら、 １ク ラス ３５ 人学級を実祖

する よう積極的に検討いただきたいとの意見があ りま した。

淡路人形座の経営状況について、淡路入‾袷浄瑠璃館は指定管ミ者制度によ り淡路

人形協会 にを営を委託 して いる 。今年度 は、 新型 コロ ナウ イルス感染症の影響を受

け客だが急激に減夕ヽ している 状況で、 貴台繰り がむＥさ れる 。ま た、 淡路人お協会

の経営についてもＷ薤があ るの で、 今後 の人形座の運営ぢ態については、根本的に

見直す必要があるのではないかとの意見があ りま した。

日本遺獸について 、周遊コ ース のパ ンフ レッ トや小学校の社会科の副読本で紹介

した り、 観光部門 では、日 木遣棄をテーマに した ゲームを作成 した りと 、淡路た 肖ｊ・

市肖］含 めて各部 Ｐ９ 連携 して 取り 組んでい るよ うだが、 まだ周慨］が 行き 届いてい ない

よう に思われ る。　日本遺産の認定を チャ ンス とと らえ、子 ども から 高齢者ま で市民



に十黛知って もら い、 市民から紹介 して もら える よう 、更なる周‰に努めていただ
きた いと の意見が あり まし た。



南あ わじ市議会

議長　 熊　胆 百］様

令和 ２年 ８犬ｊ２ ７日

産業厚生常任委員会

委員長　 吉　 田　 氈　子

委員 会調 を報 告書

第８ ８回南あ わじ市議会臨時会 において産業厚圭常任委員 の選任が行われて ひ後、

黶催 された所管事務調をの経過八び結丿牡を 会議規Ｍ Ｉ』 第１ ０８ 条の規定 によ り、 ｉＩ」策の

とお り報告いたします。



調　　査

１　 調査事件

（１ ）税の賦簇徴収について

（２ ）生活環境の整備推進について

３

４

）福祉対策について

（５）

（６）

（７）

（８）

（９）

（１ ０）

（１ １）

介護イ呆険と 高齢化社会筒策について

医療体制 と健康づ くり の推進について

商工業‾反び観光の振興について

農業振興の推進について

水産振興の推崔について

都市整備事業の推彑について

下水道事業の推崔について

長泉委員会に関すること

概　　Ｗ

２　 調をの経過

令皋］元年１ １ｙ］２ １日 、第 ８８ 回南 あわ じ市議会臨時会におい て産業厚生常任委員

の選任が行われ、 八後、５ 回にわた り委員会を開催し、所管事務調をを行った。

また、調を事項について現状を把握するため、先進的取り 組みを行っている 自治体

への管夕Ｖ膃をを計画していたが、 新やコロナウイルス感染拡大防止のため 自粛 した。

（１ ）所管事務調まのため開催した委員会

令和 ２年 １大］２ ３日 、２ １１ ４日 、４ 天ｊ ２０ 日、 ５大ｊ２ ２日 、７ １　２　２　日

３　 調をの結果

（１ ）税の賦課徴収について

新型コロナウイルス感染症の影響により 、納税が逖難な方に対する猶予制度につ

いて 、笂象と なる 市民が制度を 宍口 らず に、 徴収猶予 を受 けら れないこ との ない よう、

しっ かり と掫丿宍口を 回っ ていただきたいと の意見があり ました。

（２ ）福祉夕ｔ策 について

保育所や幼稚園について、 子どもが友人関係を築き、 協調性な どを育み、しっか

りと成長 していく ためには、適‾をな人数で過ごすあ要がある。西淡志知小学校とミ

原羞叺］小学校が統合しか よう に、 ぷお］侭こ育所と 毟、慨］幼祖園を統合する こと を検討し

ていただきたいと いう 意見があ りま した。

また、３歳未満の子どもについては、自分の住んでいるＪ七城の保育所へ入所希望



をｍ して も、 保育所の定員数にをき がないた め、 入所でき ない こと がある。　Ｓ・」の遨

減の保育所になる と保護者が疎タト感や さみ しさ を感 じる こと があ るた め、 でき るだ

け希望する保育所に入所できる よう に髱慮していただきたいと いう 意見があ りまし

た。

争子筧策について 、さ まざまな施策をほ じている が、 少子化に歯止めがかかって

いない。 出産祝金を思い切った金額にり ｜き 上げるな ど、 子ど もを産みたい と思える

施策を検討していただきたいと の意見があり ました。

児童館は １　８　才未満のすべての子ど もが利用 でき る施設で子ど もの第ミの居場所、

異年齢交流の場で ある ので、市民のニーズをつかみ、 適切 な場所に適切 な数 を設置

していただき たい とい う意見があり ました。

８０ 代の親がひき こも りの ５０ 代の子どもの生活を支える とい う８ ０５ ０問題の

解決 に［ｉｌｉ］ けて 、気軽に相談でき る窓 口を ＰＲ し、 困っ てい る售 人が お互 いに 話し合

える場をつく るこ とを検討していただき たい との意見があ りま した。

（３ ）Ｆ療体制と健康づく りの推進について

ｍＴｒぐ るみせ診について、実施場所が変更 されると 市Ｒが‾戸惑った り、 行き にくく

なっ たり する ため、できる だけ実施場所を変更しない よう に髱盧していただきたい

とい う意見が あり まし た。

新や コロ ナウ イルス感染症筒策について、罨觜鎚どの専Ｐ９家や県 としっか り協議

し、 非常事態に陥 らな いよ うに危機感を持っ て対応していただ きた いと の意見があ

りま した。

（４ ）商工業Ａび観光の振Ｓについて

灘黒岩水仙郷について 、駐車場までの道幅が狭く 、車が渋滞す るた め、 せっ かく

来た観光客が帰っ てしまう こと があ るた め、 解決策を検討 していただき たい。ま た、

ミカ ンジュースやびわゼリ ーな どのオリ ジナル商砿を もっ とＰ Ｒを していただきた

いと の意見が あり まし た。

指定管ミ施鼈について、新型コ ロナ ウイ ルス感染症の影響を受 け厳 しい経営状況

に陥っている ため、今後の動剣をみなが ら、 指定管理者と 十分協議 し、 ガホ してい

ただきたいと の意見があり ました。

安全 ・安心と 消費喚起 によ る社会経済ＪＩ盤強化事業 について 、こ の事業に参加し

た事業者 は、 安全対策 とし てのマス クやｍ毒液の購入等にがし補助 を受 けた が、参

加しなかった事業者やが象夕｜ヽの業４の事業者は、 補助を受けていない。 この ような

経済支援が行 き届 いて いない隙竄部分をミめ るよ うな支援策を講じていただきたい

との意見があ りま した。

新作 コロ ナウイルス感染症関連の経済支援策について、ス ピー ド感を持って、市

のぶ報な どを活用 し、 市Ｒ全員に漏れな く、 分か りやすく 知らせる よう にしていた

だき たい との意見があ りま した。



（５ ）農業振興の推進について

有害鳥獣筒策 につ いて 、イ ノシ シや シカ 、サルな どが増え てお り、 農作物の被害

が後 をたたないた め、 抜本的な笂策を講 じていただき たい とい う意見が あり ました。

また、八木馬回地区では、 鳧減の人、吉備国際大学の学生が協力し、集落を守る

ために柵やバ ッフ ァーゾーンの整備を行い、 加減の活力が うま く循環している。こ

のｊｉ区をモデル地区 とし て、 市全体に推進 していただき たい との意見があ りま した。

さら に、 農業において は、 後継希荐足であり 、個ガの農家だけでは どう する こと

もできないた め、 職員が竟減に ｉ『白』 き人 ・農加プランの推進を していただき たいと

いう 意見があ りま しか。

ため随につい て、 耕作放棄 日］ 等も増えてき てお り、 使われていない個人随が多く

存在する。大福な どで水がたま り、 ４防が決壊し、災害の り｜ きをにな るｊＴ能性があ

るた め、 個人随につい ても 市で把握 し、 笂処 して いた だき たい との意見があ りまし

た。

（６ ）水産振興の推進について

水産業について、 漁獲］なの減少、 無価の低迷、 政、び後継者不えなど、非常に厳し

い状況に ある にも かかわら ず、 加えて新型コ ロナ ウイ ルス感染症の影響 を受 け、廃

業する漁業者がでてく るこ とも考え られ る。 この水産業崩壊の危機を救 うた めの支

援策 を検討していただきたいと の意見が あり まし た。

漁場の活性化 について 、かいぼ りが効果的で ある との こと だが 、潮 どめ樋ＦＩを閉

めていて は、 栄養が海まで奈１ かな い。 開け ると ｔ臭が問題に なる との こと だが、県

や漁業者など と調整し、問題の解決方法を検討していただきたいと の意見が ありま

した。

（７ ）都市整備事業の推進について

サイ クリ ング ロー ドのを備について、県道の改修を含め海岸におっ たサイク リン

グロ ード をを備し、鳬鐵の玩性化を はかって いた だき たい との意見があ りま した。

（８ ）下水道事業の推まについて

下水道事業の見直 しに より 、下水道 区域Ｊジ、夕卜と なっ た龝域につい て、 これまでは

ざ朽化した水道管や道路は管渠 と併せて整備する とな っていたため、整備が進んで

いない。 加減 と協議しなが ら整備を進めていただきたいと いう 意見があ りま しか。
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